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子ども・子育て会議委員・専門委員名簿 

 

○子ども・子育て会議 委員 

（東京大学大学院教育学研究科教授） 秋田
あ き た

 喜代美
き よ み

 

（NPO法人全国認定こども園協会副代表理事） 王寺
お う じ

 直子
な お こ

 

（一般社団法人営業部女子課の会代表理事） 太田
おおた

 彩子
あやこ

 

（恵泉女学園大学学長） 大日向
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 雅美
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（NPO法人子育てひろば全国連絡協議会理事長） 奥山
おくやま

 千鶴子
ち づ こ

 

（高知県知事） 尾
お

﨑
ざき

 正直
まさなお

 

（一橋大学経済研究所所長） 小塩
おしお

 隆士
たかし

 

（淑徳大学総合福祉学部教授） 柏女
かしわめ

 霊峰
れいほう

 

（公益社団法人全国幼児教育研究協会理事） 加藤
か と う

 篤彦
あつひこ

 

（NPO法人全国小規模保育協議会理事長） 駒崎
こまざき

 弘樹
ひ ろ き

 

（宇都宮市長） 佐藤
さ と う

 栄一
えいいち

 

（全国保育協議会副会長） 佐藤
さ と う

 秀樹
ひ で き

 

（株式会社産経新聞社編集局文化部編集委員兼論説委員） 佐藤
さ と う

 好美
よしみ

 

（全国国公立幼稚園・こども園長会会長） 関
せき

 美津子
み つ こ

 

（公益社団法人全国私立保育園連盟常務理事） 塚本
つかもと

 秀一
しゅういち

 

（全日本私立幼稚園ＰＴＡ連合会副会長） 月本
つきもと

 喜
き

久
く

 

（全日本私立幼稚園連合会政策委員長） 坪井
つ ぼ い

 久也
ひ さ や

 

（NPO法人ファザーリング・ジャパン理事） 徳倉
とくくら

 康之
やすゆき

 

（社会福祉法人健光園京都市北白川児童館館長） 中川
なかがわ

 一
いち

良
ろう

 

（日本商工会議所・東京商工会議所知的財産戦略委員会委員 ） 蜂谷
は ち や

 真弓
ま ゆ み

 

（一般社団法人日本経済団体連合会人口問題委員会企画部会長） 東出
ひがしで

 公
こう

一郎
いちろう

 

（白梅学園大学大学院特任教授） 無藤
む と う

  隆
たかし

 

（社会福祉法人日本保育協会女性部副部長） 山内
やまうち

 五百子
い ほ こ

 

（日本労働組合総連合会副事務局長） 山本
やまもと

 和代
かずよ

 

（聖籠町長） 渡邊
わたなべ

 廣
ひろ

吉
きち
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○子ども・子育て会議 専門委員 

 

（公益社団法人日本医師会常任理事） 今村
いまむら

 定臣
さだおみ

 

（一般社団法人全国病児保育協議会会長） 大川
おおかわ

 洋二
ひろじ

 

（公益社団法人全国保育サービス協会理事） 尾木
お ぎ

 まり
ま り

 

（公益社団法人日本助産師会常任理事） 葛
か

西
さい

 圭子
けいこ

 

（一般社団法人全国認定こども園連絡協議会会長） 木村
きむら

 義
よし

恭
やす

 

（草加市教育委員会教育長） 髙
たか

木
ぎ

 宏幸
ひろゆき

 

（一般社団法人日本こども育成協議会会長） 廣島
ひろしま

 清
せい

次
じ

 

（NPO法人家庭的保育全国連絡協議会理事長） 水嶋
みずしま

 昌子
まさこ

 

（全国児童養護施設協議会副会長） 武藤
むとう

 素
そ

明
めい

 
 

 

（５０音順、敬称略） 

平成３０年３月１日発令日時点 

2



５
年
後
見

直
し
に
係
る
検
討
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
法

附
則

第
２
条

第
４
項

及
び
就

学
前

の
子

ど
も
に
関

す
る
教

育
、
保

育
等

の
総

合
的

な
提

供
の

推
進

に
関

す
る
法

律
附

則
第

２
条

第
２
項

に
お
い
て
、
法

律
の

施
行

後
５
年

を
目

途
と
し
て
、
こ
の

法
律

の
施

行
の

状
況

を
勘

案
し
、
必

要
が

あ
る
と
認

め
る
と
き
は

、
こ
の

法
律

の
規

定
に
つ
い
て
検

討
を
加

え
、
そ
の

結
果

に
基

づ
い
て
所

要
の

措
置

を
講

ず
る
も
の

と
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
法

附
則

等
の

見
直

し
規

定

○
そ
の

上
で
、
検

討
す
べ

き
事

項
と
し
て
考

え
ら
れ

る
も
の

は
、
以

下
の

と
お
り
。

（
１
）
法

律
上

経
過

措
置

の
期

限
が

到
来

す
る
も
の

な
ど
、
見

直
し
の

検
討

を
行

わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事

項
ア

新
制

度
施

行
後

、
５
年

間
で
経

過
措

置
の

期
限

が
到

来
す
る
項

目
イ

地
方

か
ら
の

提
案

等
に
関

す
る
対

応
方

針
に
関

す
る
項

目
（
２
）
新

制
度

の
運

営
等

に
関

連
し
、
検

討
が

必
要

な
事

項
ア

新
し
い
経

済
政

策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
等

閣
議

決
定

さ
れ

て
い
る
主

な
事

項
イ

制
度

の
施

行
状

況
を
勘

案
し
、
今

後
検

討
が

必
要

と
考

え
ら
れ

る
事

項
な
ど

○
（
１
）
及

び
（
２
）
を
検

討
し
た
上

で
、
直

ち
に
検

討
に
着

手
す
る
事

項
と
今

後
検

討
す
べ

き
事

項
の

精
査

検
討

の
進

め
方

○
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
法

（
平

2
4
法

6
5
）

附
則

（
検

討
等

）
第

二
条

１
～

３
（
略

）

４
政

府
は

、
前

三
項

に
定

め
る
事

項
の

ほ
か

、
こ
の

法
律

の
施

行
後

五
年

を
目

途
と
し
て
、
こ
の

法
律

の
施

行
の

状
況

を
勘

案
し
、
必

要
が

あ
る
と
認

め
る
と
き
は

、
こ
の

法
律

の
規

定
に
つ
い
て
検

討
を
加

え
、
そ
の

結
果

に
基

づ
い
て
所

要
の

措
置

を
講

ず
る
も
の

と
す
る
。

○
就

学
前

の
子

ど
も
に
関

す
る
教

育
、
保

育
等

の
総

合
的

な
提

供
の

推
進

に
関

す
る
法

律
（
平

1
8
法

7
7
）

附
則

（
平

2
4
年

法
6
6
）

（
検

討
）

第
二

条
１
（
略

）

２
政

府
は

、
前

項
に
定

め
る
事

項
の

ほ
か

、
こ
の

法
律

の
施

行
後

五
年

を
目

途
と
し
て
、
こ
の

法
律

の
施

行
の

状
況

を
勘

案
し
、
必

要
が

あ
る
と
認

め
る
と
き
は

、
こ
の

法
律

に
よ
る
改

正
後

の
就

学
前

の
子

ど
も
に
関

す
る
教

育
、
保

育
等

の
総

合
的

な
提

供
の

推
進

に
関

す
る
法

律
（
以

下
「
新

認
定

こ
ど
も
園

法
」
と
い
う
。
）
の

規
定

に
つ
い
て
検

討
を
加

え
、
そ
の

結
果

に
基

づ
い
て
所

要
の

措
置

を
講

ず
る
も
の

と
す
る
。

参
考

平
成

3
0
年

７
月

3
0
日

第
3

6
回

子
ど
も
・
子

育
て
会

議
資

料
１
－

２
よ
り
抜

粋
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（
１
）
ア

新
制

度
施

行
後

、
５
年

間
で
経

過
措

置
の
期

限
が

到
来
す
る
項

目

項
目

根
拠

法
令

等

①
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も
園

に
お
け
る
保

育
教

諭
の

資
格

特
例

・
就

学
前

の
子

ど
も
に
関

す
る
教

育
、
保

育
等

の
総

合
的

な
提

供
の

推
進

に
関

す
る
法

律
附

則
第

５
条

②
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も
園

に
お
け
る
保

育
教

諭
の

幼
稚

園
免

許
状

及
び
保

育
士

資
格

取
得

の
特

例
・
教

育
職

員
免

許
法

附
則

第
１
９
項

・
児

童
福

祉
法

施
行

規
則

第
６
条

の
１
１
の

２
第

１
項

の
規

定
に
基

づ
き
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め
る
基

準

③
み

な
し
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も
園

等
に
お
け
る
職

員
配

置
に

関
す
る
経

過
措

置
・
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も
園

の
学

級
の

編
制

、
職

員
、
設

備
及

び
運

営
に
関

す
る
基

準
附

則
第

２
条

・
就

学
前

の
子

ど
も
に
関

す
る
教

育
、
保

育
等

の
総

合
的

な
提

供
の

推
進

に
関

す
る
法

律
第

三
条

第
二

項
及

び
第

四
項

の
規

定
に
基

づ
き
内

閣
総

理
大

臣
、
文

部
科

学
大

臣
及

び
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
の

設
備

及
び
運

営
に
関

す
る
基

準
附

則
第

２
項

④
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も
園

に
お
け
る
保

健
師

、
看

護
師

、
准

看
護

師
の

み
な
し
保

育
教

諭
の

特
例

・
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も
園

の
学

級
の

編
制

、
職

員
、
設

備
及

び
運

営
に
関

す
る
基

準
の

運
用

上
の

取
扱

い
に
つ
い
て

（
平

成
2

6
年

1
1

月
2

8
日

付
府
政

共
生

第
1

1
0

4
号

・
2

6
文

科
初

第
8

9
1
号
・
雇
児

発
1

1
2

8
第

２
号
）

⑤
新

制
度

施
行

時
点

で
市

町
村

が
定

め
る
利

用
者

負
担

額
よ
り
も

低
い
保

育
料

を
設

定
し
て
い
た
私

立
幼

稚
園

、
認

定
こ
ど
も
園

の
利

用
料

に
係

る
経

過
措

置

・
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
法

施
行

令
等

の
一

部
を
改

正
す
る
政

令
及

び
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
法

施
行

規
則

の
一

部
を
改

正
す
る
内

閣
府

令
の

公
布

に
つ
い
て

（
平

成
2

7
年

3
月

3
1
日
付

府
政
共

生
第

3
4

7
号

・
2

6
文

科
初
第

1
4

6
2
号
・
雇

児
発

0
3

3
1
第

1
9
号

）

①
及
び
②

は
法
律
の

改
正

が
必

要
な
項

目
③

～
⑤
は
政

省
令
等

の
改
正
が

必
要
な
項
目
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項
目

根
拠

法
令

等

⑥
み

な
し
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も
園

に
お
け
る
施

設
長

に
係

る
経

過
措

置
・
特

定
教

育
・
保

育
等

に
要

す
る
費

用
の

額
の

算
定

に
関

す
る
基

準
等

の
改

正
に
伴

う
実

施
上

の
留

意
事

項
に
つ
い
て

（
平
成

2
8
年

8
月

2
3

日
付
府
子

本
第

5
7

1
号
・

2
8
文
科

初
第

7
2

7
号

・
雇

児
発

0
8

2
3
第
１
号

）

⑦
地

域
型

保
育

事
業

（
居

宅
訪

問
型

事
業

を
除

く
）
に
お
け
る
食

事
の

提
供

に
係

る
経

過
措

置
・
家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び
運

営
に
関

す
る
基

準
附

則
第

２
条

⑧
地

域
型

保
育

事
業

（
居

宅
訪

問
型

事
業

を
除

く
）
に
お
け
る
連

携
施

設
に
関

す
る
経

過
措

置
・
特

定
教

育
・
保

育
施

設
及

び
特

定
地

域
型

保
育

事
業

の
運

営
に

関
す
る
基

準
附

則
第

５
条

・
家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び
運

営
に
関

す
る
基

準
附

則
第

３
条

⑨
小

規
模

保
育

事
業

Ｂ
型

等
に
係

る
経

過
措

置
（
保

育
従

事
者

の
資

格
）

・
家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び
運

営
に
関

す
る
基

準
附

則
第

４
条

⑩
小

規
模

保
育

事
業

Ｃ
型

に
係

る
経

過
措

置
（
定

員
上

限
）

・
特

定
教

育
・
保

育
施

設
及

び
特

定
地

域
型

保
育

事
業

の
運

営
に

関
す
る
基

準
附

則
第

４
条

・
家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び
運

営
に
関

す
る
基

準
附

則
第

５
条

⑪
放

課
後

児
童

支
援

員
の

認
定

資
格

研
修

受
講

に
係

る
経

過
措

置
・
放

課
後

児
童

健
全

育
成

事
業

の
設

備
及

び
運

営
に
関

す
る
基

準
附

則
第

２
条

⑥
～
⑪
は
政
省

令
等

の
改

正
が
必

要
な
項

目

5



①
就
学

前
の
子
ど
も
に
関

す
る
教

育
、
保

育
等

の
総

合
的

な
提

供
の

推
進

に
関

す
る
法

律
（
平

成
1

8
年

法
律

第
7

7
号

）
（
抄

）

（
職

員
）

第
十

四
条

幼
保

連
携

型
認

定
こ
ど
も
園

に
は

、
園

長
及

び
保

育
教

諭
を
置

か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も
園

に
は

、
前

項
に
規

定
す
る
も
の

の
ほ

か
、
副

園
長

、
教

頭
、
主

幹
保

育
教

諭
、
指

導
保

育
教

諭
、
主

幹
養

護
教

諭
、
養

護
教

諭
、
主

幹
栄

養
教

諭
、
栄

養
教

諭
、
事

務
職

員
、
養

護
助

教
諭

そ
の

他
必

要
な
職

員
を
置

く
こ
と
が

で
き
る
。

３
～

１
９

（
略

）

（
職

員
の

資
格

）

第
十

五
条

主
幹

保
育

教
諭

、
指

導
保

育
教

諭
、
保

育
教

諭
及

び
講

師
（
保

育
教

諭
に
準

ず
る
職

務
に
従

事
す
る
も
の

に
限

る
。
）
は

、
幼

稚
園

の
教

諭
の

普
通

免
許

状
（
教

育
職

員
免

許
法

（
昭

和
二

十
四

年
法

律
第

百
四

十
七

号
）
第

四
条

第
二

項
に
規

定
す
る
普

通
免

許
状

を
い
う
。
以

下
こ
の

条
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
有

し
、
か

つ
、
児

童
福

祉
法

第
十

八
条

の
十

八
第

一
項

の
登

録
（
第

四
項

及
び
第

三
十

九
条

に
お
い
て
単

に
「
登

録
」
と
い
う
。
）
を
受

け
た
者

で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
～

６
（
略

）

附
則

（
平

成
2

4
年

法
律

第
6

6
号

）
（
保

育
教

諭
等

の
資

格
の

特
例

）

第
五

条
施

行
日

か
ら
起

算
し
て
五

年
間

は
、
新

認
定

こ
ど
も
園

法
第

十
五

条
第

一
項

の
規

定
に
か

か
わ

ら
ず
、
幼

稚
園

の
教

諭
の

普
通

免
許

状
（
教

育
職

員
免

許
法

（
昭

和
二

十
四

年
法

律
第

百
四

十
七

号
）
第

四
条

第
二

項
に
規

定
す
る
普

通
免

許
状

を
い
う
。
）
を
有

す
る

者
又

は
児

童
福

祉
法

（
昭

和
二

十
二

年
法

律
第

百
六

十
四

号
）
第

十
八

条
の

十
八

第
一

項
の

登
録

（
第

三
項

に
お
い
て
単

に
「
登

録
」
と

い
う
。
）
を
受

け
た
者

は
、
主

幹
保

育
教

諭
、
指

導
保

育
教

諭
、
保

育
教

諭
又

は
講

師
（
保

育
教

諭
に
準

ず
る
職

務
に
従

事
す
る
も
の

に
限

る
。
）
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
施

行
日

か
ら
起

算
し
て
五

年
間

は
、
新

認
定

こ
ど
も
園

法
第

十
五

条
第

四
項

の
規

定
に
か

か
わ

ら
ず
、
幼

稚
園

の
助

教
諭

の
臨

時
免

許
状

（
教

育
職

員
免

許
法

第
四

条
第

四
項

に
規

定
す
る
臨

時
免

許
状

を
い
う
。
）
を
有

す
る
者

は
、
助

保
育

教
諭

又
は

講
師

（
助

保
育

教
諭

に
準

ず
る
職

務
に
従

事
す
る
も
の

に
限

る
。
）
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。

３
施

行
日

か
ら
起

算
し
て
五

年
間

は
、
教

育
職

員
免

許
法

及
び
教

育
公

務
員

特
例

法
の

一
部

を
改

正
す
る
法

律
（
平

成
十

九
年

法
律

第
九

十
八

号
）
附

則
第

二
条

第
七

項
に
規

定
す
る
旧

免
許

状
所

持
者

で
あ
っ
て
、
同

条
第

二
項

に
規

定
す
る
更

新
講

習
修

了
確

認
を
受

け
ず
に
同

条
第

三
項

に
規

定
す
る
修

了
確

認
期

限
を
経

過
し
、
そ
の

後
に
同

項
第

三
号

に
規

定
す
る
免

許
管

理
者

に
よ
る
確

認
を
受

け
て

い
な
い
も
の

（
登

録
を
受

け
て
い
る
者

に
限

る
。
）
に
つ
い
て
は

、
同

条
第

七
項

の
規

定
は

、
適

用
し
な
い
。
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〔
目

的
〕

○
保

育
士

に
対

す
る
幼

稚
園

免
許

の
要

件
を
緩

和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幼

稚
園

免
許

・
保

育
士

資
格

の
併

有
を
促

進
し
、
「
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど
も

園
」
へ
の
円

滑
な
移

行
を
促

進
す
る
。

※
保

育
所

に
勤

務
す
る
保

育
士

の
幼

稚
園

教
諭

免
許

の
併

有
状

況
：
７
４
％

【
通

例
：
大

学
の
教

職
課

程
を
履

修
し
て
免

許
状

を
取

得
す
る
場

合
】

学
位

（
短

期
大
学
士

/
学
士

/
修

士
）

＋
大

学
等

に
お
け
る
単

位
の
修

得
（
3
9
単
位

/
＋

2
0
単
位

/
＋

2
4
単

位
）

普
通

免
許

状
（
二
種

/
一
種

/
専

修
）

大
学

等
に
お
け
る
単

位
の
修

得
普

通
免

許
状

（
二
種

/
一

種
）
※

保
育

士
と
し
て
の
勤

務
経

験
＋

保
育

士
資

格
＋

た
だ
し
、
以

下
の
施

設
に
お
け
る
勤

務
に
限

る
。

認
定

こ
ど
も
園

、
認

可
保

育
所

、
幼

稚
園

併
設

型
認

可
外

保
育

施
設

、
へ
き
地

保
育

所
、
「
認

可
外

指
導

監
督

基
準

」
を
満

た
す
認

可
外

保
育

施
設

３
年

か
つ

４
，
３
２
０
時

間

＋

※
学

士
の
学

位
を
有

す
る
場

合
：
一

種
免

許
状

※
短

期
大

学
士

、
専

門
学

校
卒

の
場
合

：
二

種
免

許
状

（
内

訳
）

・
教

職
の
意

義
及

び
教

員
の
役
割

・
教

員
の
職

務
内

容
（
研

修
、
服

務
及
び
身

分
保

障
等

を
含

む
。
）

・
教

育
に
関

す
る
社
会

的
、
制
度

的
又

は
経

営
的

事
項

・
教

育
課

程
の
意

義
及

び
編

成
の
方

法

・
保

育
内

容
の
指

導
法

、
教

育
の
方

法
及

び
技

術

・
幼

児
理

解
の
理

論
及

び
方

法

２
単

位

２
単

位

１
単

位

２
単

位

１
単

位

〔
メ
ル
ク
マ
ー
ル
〕

➀
保

育
所

保
育

指
針

に
基

づ
き
教

育
・
保

育
を
実

施
し
て
い
る
こ
と

➁
小

学
校

就
学

前
の
幼

児
を
対
象

と
し
て
い
る
こ
と

➂
一

定
規

模
の
集

団
に
よ
り
継

続
的

に
教

育
・
保

育
を
行

う
こ
と
を
目

的
と
し
て

い
る
こ
と

➃
上

記
①

～
③

を
担

保
す
る
行

政
監

督
（
許

認
可
等

）
の
仕

組
み
が
あ
る
こ
と

※
新

た
な
認

定
こ
ど
も
園

制
度

施
行
（
平

成
２
７
年

４
月

以
降

）
か
ら
５
年

間
の
特

例

８
単

位

【
今

回
の
特

例
措

置
】
（
「
幼

稚
園

教
諭

の
普

通
免

許
状

に
係

る
所

要
資

格
の
期

限
付

き
特

例
に
関

す
る
検

討
会

議
」
に
て
検

討
）

②
幼

稚
園

免
許

状
取

得
の

特
例

の
概

要

7



○
幼

稚
園

教
諭

免
許

・
保

育
士
資

格
の
併

有
を
促

進
す
る
た
め
に
、
実

務
経

験
を
有
す
る
幼
稚

園
教
諭

の
保

育
士

資
格
取

得
に
つ

い
て
、
履

修
科

目
・
試

験
科

目
を
軽
減

す
る
特

例
を
設
け
る
。

幼
稚

園
教

諭
免

許
所

有
者

の
保

育
士

資
格

取
得

保
育

士
登

録

ま
た
は

保
育

士
試

験
合

格

○
特

例
適

用
に

は
、
以

下
の

施
設

に
お

け
る
３

年
か

つ
４

，
３

２
０
時

間
の

勤
務

経
験

が
必
要

〔
６

時
間

×
２

０
日
×

３
年

（
３

６
か

月
）

＝
４

，
３

２
０

時
間

〕

・
幼

稚
園

、
認

定
こ
ど

も
園

、
保

育
所

、
特
別

支
援

学
校

幼
稚

部
、
小

規
模

保
育

事
業

を
実
施

す
る

施
設

、
事

業
所
内

保
育

事
業

を
実

施
す
る

施
設

、
特

例
保

育
を

実
施
す

る
施

設
、

認
可

外
保
育

施
設

（
認

可
外

保
育

施
設

指
導

監
督

基
準

を
満

た
し

、
一

定
規

模
の

集
団

に
よ

り
、

継
続

的
に

保
育

を
行

う
施

設
）
、

幼
稚

園
併
設

型
認
可

外
保

育
施

設②
筆

記
試

験
受

験
〔
現

行
：
実

務
経

験
不

問
〕

・
筆

記
試

験
９
科

目
の

う
ち
２
科

目
と
実

技
試

験
を
免

除

〔
特

例
：
実

務
経

験
あ
り
〕

・
筆

記
試

験
９
科

目
の

う
ち
３
科

目
と
実

技
試

験
免

除
（
試

験
免

除
科

目
：

3
科

目
）

・
教

育
原

理
・
保

育
の

心
理

学
・
保

育
実

習
理

論
〔
特

例
に
よ
る
免
除

〕

①
科

目
履

修
に
よ
る
筆

記
試
験

免
除

〔
現

行
：
実

務
経

験
不

問
〕

・
所

定
科

目
の

３
４
単

位
履

修
に
よ
り
、
筆

記
試
験

免
除

〔
特

例
：
実

務
経

験
あ
り
〕

・
所

定
科

目
の

８
単

位
履

修
に
よ
り
、
筆

記
試
験

免
除

（
履

修
科

目
：

8
単

位
）

福
祉

と
養

護
‥

2
単

位
保

健
と
食

と
栄

養
‥

2
単

位
乳

児
保

育
‥

2
単

位
相

談
支

援
‥

2
単

位

通
常

の
保

育
士

資
格

取
得

①
科

目
履

修
‥

所
定

科
目

の
６
８
単

位
履

修
に
よ
り
、
養

成
施

設
卒

業

②
試

験
受

験
‥

筆
記

試
験

９
科

目
と
実

技
試
験

を
受

験

卒
業

に
よ
り
資

格
取

得

筆
記

試
験

に
合

格

※
幼

稚
園

で
働

く
幼

稚
園

教
諭

の
７
５
％

が
保

育
士

資
格

を
併

有
※

新
た
な
認

定
こ
ど
も
園

制
度

施
行
（
平

成
２
７
年

４
月

以
降

）
か
ら
５
年

後
ま
で
の
特

例

筆
記

免
除

に
よ
り
合

格

筆
記

試
験

に
合

格

○
特

例
制

度
を
活

用
し
て
円

滑
に
保

育
士

試
験

を
取

得
で
き
る
た
め
の
環

境
を
総

合
的

に
整

備
（
平
成

2
6
年

度
試
験

か
ら
実

施
）

・
申

請
の

手
数

料
を

2
,4

0
0
円

に
引
き
下

げ
・
合

格
通

知
の

発
送

を
早

期
化

・
保

育
士

養
成

施
設

に
お
け
る
受

講
料

を
補

助
（
最
大

1
0
万

円
補
助

）

保
育

士
資

格
の

取
得

の
特

例
の

概
要

8



※
各

年
度

4
月

1
日

現
在

保
有

資
格

＼
年

度
人

数
割

合

H
2
9
年

度
H
2
8
年

度
H
2
9
年

度
H
2
8
年

度

両
方

保
有

７
３
，
１
２
６

５
４
，
０
８
８

８
９
．
２
％

８
７
．
８
％

ど
ち
ら
か

一
方

の
み

保
有

８
，
８
７
６

７
，
５
３
８

１
０
．
８
％

１
２
．
２
％

幼
稚

園
教

諭
の

み
２
，
２
７
２

２
，
１
０
４

２
．
８
％

３
．
４
％

保
育

士
の

み
６
，
６
０
４

５
，
４
３
４

８
．
１
％

８
．
８
％

総
数

８
２
，
０
０
２

６
１
，
６
２
６

１
０
０
．
０
％

１
０
０
．
０
％

（
参

考
）

H
2
9
.4
.1
現

在
H
2
8
.4
.1
現

在

幼
保

連
携

型
認

定
こ
ど
も
園

の
施

設
数

３
，
６
１
８

２
，
７
８
５

幼
保

連
携
型

認
定

こ
ど
も

園
の
保

育
教

諭
の
幼

稚
園

教
諭

免
許

及
び
保

育
士

資
格
の

保
有

割
合

9



（
１
）
イ

地
方
か
ら
の
提

案
等

に
関

す
る
対

応
方

針
に
関

す
る
項
目

年
度

提
案

事
項

H
2

8
※

１
①

一
時

預
か

り
事

業
及

び
病

児
保

育
事

業
の

届
出

提
出

先
並

び
に
立

入
検

査
事

務
の

市
町

村
へ

の
移

譲

H
2

8
②

幼
保

連
携

型
認

定
こ
ど
も
園

の
設

備
に
関

す
る
基

準
の

緩
和

H
2

8
③

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
法

に
よ
る
支

給
認

定
手

続
の

簡
素

化

H
2

8
④

保
育

標
準

時
間

と
保

育
短

時
間

の
統

合

H
2

8
⑤

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
新

制
度

下
に
お
け
る
認

定
こ
ど
も
園

の
保

育
短

時
間

制
度

の
廃

止
に
つ
い
て

H
2

9
※

２
⑥

認
定

こ
ど
も
園

等
に
お
け
る
保

育
料

に
対

す
る
徴

収
権

限
の

強
化

H
2

9
⑦

認
定

こ
ど
も
園

で
の

障
害

児
等

支
援

に
か

か
る
補

助
体

系
の

見
直

H
2

9
⑧

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
法

に
お
け
る
支

給
認

定
の

職
権

変
更

事
務

の
簡

素
化

※
１

「
平

成
2

8
年
の

地
方

か
ら
の

提
案

等
に
関

す
る
対
応
方

針
」
（
平

成
2

8
年

1
2
月

2
0
日
閣

議
決
定

）
※
２

「
平

成
2

9
年
の

地
方

か
ら
の

提
案

等
に
関

す
る
対
応
方

針
」
（
平

成
2

9
年

1
2
月

2
6
日
閣

議
決
定

）

※
い
ず
れ

も
子
ど
も
・
子
育

て
支
援

法
附

則
第

２
条

４
項

の
規
定

に
基
づ
き
、
５
年
を
目
途
と
し
て
行

う
子
ど
も
・
子

育
て
支

援
新
制

度
の
検

討
の
際

に
、
必
要

が
あ
れ

ば
所
要
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
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量
の

拡
充

・
質

の
向

上
○

０
．
３
兆

円
超

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は

、
「
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
の

更
な
る
「
質

の
向

上
」
を

図
る
た
め
、
消

費
税

分
以

外
も
含

め
、
適

切
に
財

源
を
確

保
し
て
い
く
」
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、

こ
う
し
た
方

針
に
基

づ
き
、
引

き
続

き
各

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に
お
い
て
、
安

定
的

な
財

源
確

保
に
努

め
て
い
く
。

（
経

済
財

政
運

営
と
改

革
の

基
本

方
針

2
0

1
8
（
平

成
3

0
年

6
月

1
5
日

閣
議

決
定

）
）

処
遇

改
善

○
保

育
士

の
確

保
や

他
産

業
と
の

賃
金

格
差

を
踏

ま
え
た
処

遇
改

善
に
更

に
取

り
組

む
こ
と
と

し
、

2
0

1
7
年

度
の

人
事

院
勧

告
に
伴

う
賃

金
引

上
げ
に
加

え
、

2
0

1
9
年

４
月

か
ら
更

に
１
％

（
月

3
,0

0
0
円

相
当

）
の

賃
金

引
上

げ
を
行

い
、
処

遇
改

善
に
つ
い
て
着

実
に
取

り
組

む
。

（
新

し
い
経

済
政

策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
（
平

成
2

9
年

1
2
月

8
日

閣
議

決
定

）
）

幼
児

教
育

の
無

償
化

○
３
歳

か
ら
５
歳

ま
で
の

子
供

た
ち
の

幼
稚

園
、
保

育
所

、
認

定
こ
ど
も
園

等
の

費
用

を
無

償
化

す
る
。
ま
た
、
０
歳

か
ら
２
歳

児
に
つ
い
て
は

、
待

機
児

童
解

消
の

取
組

と
併

せ
て
、
住

民
税

非
課

税
世

帯
を
対

象
と
し
て
無

償
化

を
進

め
る
。

（
経

済
財

政
運

営
と
改

革
の

基
本

方
針

2
0

1
8
（
平

成
3

0
年

6
月

1
5
日

閣
議

決
定

）
）

そ
の

他
○

女
性

の
就

業
率

の
上

昇
や

保
育

ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
を
踏

ま
え
、
２
０
２
３
年

度
末

ま
で
に
放

課
後

児
童

ク
ラ
ブ
の

約
３
０
万

人
分

の
更

な
る
受

け
皿

拡
大

や
育

成
支

援
の

内
容

の
質

の
向

上
な
ど
を
内

容
と
す
る
新

た
な
プ
ラ
ン
を
今

夏
に
策

定
す
る
。

（
経

済
財

政
運

営
と
改

革
の

基
本

方
針

2
0

1
8
（
平

成
3

0
年

6
月

1
5
日

閣
議

決
定

）
）

（
２
）
ア

新
し
い
経
済

政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
等

閣
議

決
定

さ
れ

て
い
る
主
な
事

項
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２
０
１
８
年

度
２
０
１
９
年

度
２
０
２
０
年

度

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

自 治 体 国

第
二

期
計

画
作

成
の

た
め
の

利
用

希
望

把
握

調
査

（
ニ
ー
ズ
調

査
）
を
実

施

量 の 見 込 み と 確 保 方 策 の 調 査

改 正 基 本 指 針 公 布

基
本

指
針

の
改

正
を
検

討
基

本
指

針
の

改
正

作
業

第
二

期
計

画
作

成
期

間

量
の

見
込

み
を
算

出
し

確
保

方
策

と
そ
の

実
施

時
期

等
を
記

載

市
町

村
子

ど
も
・

子
育

て
会

議
の

意
見

を
聴

く
第

二
期

計
画

期
間

開
始

2
0
2
0
年

度
～

2
0
2
4
年

度

第
二

期
市

町
村

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
作

成
に
係

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
案

）

第 二 期 市 町 村 計 画 作 成 に お け る 「 量 の 見 込 み 」

の 算 出 等 の 考 え 方 を 自 治 体 へ 発 出

平
成

3
0
年

７
月

3
0
日

第
3

6
回

子
ど
も
・
子

育
て
会

議
資

料
１
－

４

12



第
二

期
市

町
村

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
に
お
け
る
「
量

の
見

込
み

」
の

算
出

等
の

考
え
方

（
案

）
の

概
要

○
第

一
期

市
町

村
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
作

成
時

の
「
量

の
見

込
み

の
算

出
等

の
た
め
の

手
引

き
」
（
以

下
「
第

一
期

手
引

き
」
と
い
う
。
）
を
参

照
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
、
原

則
と
し
て
第

一
期

手
引

き
発

出
後

に
追

加
し
た
項

目
、
あ
る
い
は

第
二

期
市

町
村

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
の

作
成

に
当

た
り
、
新

た
に
記

載
、
修

正
す
る
項

目
の

み
を
記

載
す
る

第
二
期
市

町
村
子

ど
も
・
子
育

て
支

援
事

業
計

画
作

成
に
あ
た
っ
て
の

量
の
見
込

み
算
出

等
の

考
え
方
（
案

）
の

方
針

◆
「
子

育
て
安

心
プ
ラ
ン
」
「
中

間
年

見
直

し
時

の
手

引
き
」
「
改

正
基

本
指

針
（
平
成

3
0
年
内

閣
府
告

示
第

5
6
号

）
」
を
踏

ま
え
た
項

目

○
量

の
見

込
み

の
算

出
に
当

た
っ
て
は

、
ト
レ
ン
ド
や

政
策

動
向

、
地

域
の

実
情

等
を
十

分
に
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
子

育
て
安

心
プ
ラ
ン
実

施

計
画

と
の

整
合

性
の

確
保

を
図

り
つ
つ
、
必

要
に
応

じ
て
補

正
を
行

う
こ
と

（
特

に
、
保

育
の

受
け
皿

整
備

の
進

捗
に
よ
る
潜

在
需

要
の

喚
起

や
、
女

性
就

業
率

の
上

昇
傾

向
に
留

意
）

○
都

市
開

発
部

局
と
の

十
分

な
情

報
共

有

○
幼

稚
園

に
お
け
る
預

か
り
保

育
等

の
取

扱
い

・
幼

稚
園

に
お
い
て
、
預

か
り
保

育
の

充
実

（
長

時
間

化
・
通

年
化

）
に
よ
り
、
保

育
を
必

要
と
す
る
子

ど
も
の

預
か

り
ニ
ー
ズ
に
も
適

切
に
対

応
可

能
で

あ
る
と
認

め
ら
れ

る
場

合
に
は

、
２
号

認
定

子
ど
も
に
係

る
教

育
・
保

育
の

提
供

体
制

の
確

保
の

内
容

に
含

め
る
こ
と
が

可
能

・
一

時
預

か
り
事

業
（
幼

稚
園

型
Ⅱ

）
に
よ
る
２
歳

児
受

入
れ

や
幼

稚
園

に
お
け
る
長

時
間

預
か

り
運

営
費

支
援

事
業

に
よ
る
０
～

２
歳

児
の

受
入

れ
を

行
う
場

合
は

、
３
号

認
定

子
ど
も
に
係

る
教

育
・
保

育
の

提
供

体
制

の
確

保
の

内
容

に
含

め
る
こ
と
が

可
能

○
企

業
主

導
型

保
育

施
設

の
地

域
枠

の
活

用

・
企

業
主

導
型

保
育

施
設

の
設

置
者

と
市

町
村

が
調

整
を
行

い
、
地

域
枠

に
つ
い
て
市

町
村

の
利

用
者

支
援

の
対

象
と
し
た
場

合
に
は

、
２
号

認
定

子
ど
も
及

び
３
号

認
定

子
ど
も
に
係

る
教

育
・
保

育
の

提
供

体
制

の
確

保
の

内
容

に
含

め
て
差

し
支

え
な
い

追
加

す
る
主
な
項

目
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○
特

定
教

育
・
保

育
施

設
等

の
定

員
の

取
扱

い

・
必

要
利

用
定

員
総

数
が

当
該

年
度

よ
り
も
翌

年
度

が
上

回
る
場

合
に
は

、
翌

年
度

の
必

要
利

用
定

員
総

数
に
基

づ
き
需

給
調

整
を
行

う

・
新

た
に
整

備
を
行

っ
た
保

育
所

や
認

定
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
は

、
運

営
開

始
後

１
～

３
年

目
は

４
・
５
歳

児
定

員
を
少

な
く
設

定
し
、
２
年

目
以

降
、
入

所

児
童

の
進

級
に
伴

い
、
４
・
５
歳

児
の

定
員

の
増

加
を
図

る
な
ど
、
施

設
側

と
調

整
し
、
地

域
の

保
育

ニ
ー
ズ
に
伴

い
、
柔

軟
な
定

員
設

定
を
行

う

◆
発

出
し
た
事

務
連

絡
等

を
踏

ま
え
た
項

目

○
量

の
見

込
み

の
算

出
に
用

い
る
子

ど
も
の

年
齢

に
つ
い
て

（
平
成
2
6
年

4
月
1
7
日
子
ど
も
・
子
育

て
支
援

新
制

度
説
明

会
資
料

２
＜

3
＞
）

・
量

の
見

込
み

の
算

出
に
用

い
る
子

ど
も
の

年
齢

に
つ
い
て
は

、
「
調

査
又

は
抽

出
時

に
お
け
る
年

齢
」
が

回
答

時
点

に
お
け
る
年

齢
に
最

も
近

く
、

各
年

齢
の

ニ
ー
ズ
を
よ
り
適

切
に
把

握
で
き
る
と
考

え
ら
れ

る
が

、
市

町
村

の
判

断
で
４
月

１
日

時
点

で
の

年
齢

（
学

年
齢

）
と
す
る
こ
と
も
可

能

○
放

課
後

児
童

健
全

育
成

事
業

の
量

の
見

込
み

算
出

時
の

留
意

事
項

（
平
成
2
6
年
5
月
1
日
付

厚
生

労
働
省

雇
用
均

等
・
児

童
家

庭
局

育
成
環

境
課
事

務

連
絡
）

・
就

学
児

に
対

す
る
利

用
希

望
把

握
調

査
を
行

わ
な
い
場

合
に
は

、
就

学
児

の
利

用
意

向
を
用

い
て
量

の
見

込
み

を
算

出
す
る
よ
り
も
量

が
多

く
見

込

ま
れ

る
傾

向
が

あ
る
た
め
、
例

え
ば

第
一

期
市

町
村

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
に
お
け
る
量

の
見

込
み

と
実

際
の

利
用

実
績

の
か

い
離

度
を

踏
ま
え
る
な
ど
の

方
法

に
よ
り
、
適

正
な
補

正
を
行

う

◆
政

策
動

向
や

現
在

の
子

ど
も
・
子

育
て
を
め
ぐ
る
状

況
を
踏

ま
え
、
新

た
に
追

加
す
る
こ
と
が

必
要

な
項

目

○
放

課
後

子
ど
も
新

総
合

プ
ラ
ン
（
仮

称
）
を
踏

ま
え
た
量

の
見

込
み

の
算

出

・
放

課
後

子
ど
も
新

総
合

プ
ラ
ン
（
仮

称
）
で
は

、
女

性
の

就
業

率
の

上
昇

や
保

育
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
を
踏

ま
え
、
２
０
２
３
年

度
末

ま
で
に
放

課
後

児
童

ク

ラ
ブ
の

約
３
０
万

人
分

の
更

な
る
受

け
皿

を
拡

大
す
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
量

の
見

込
み

を
算

出
す
る
こ
と

◆
そ
の

他
、
留

意
が

必
要

な
項

目

○
０
歳

児
の

保
育

の
量

の
見

込
み

の
算

出
に
つ
い
て

・
育

児
休

業
の

取
得

状
況

の
実

態
等

を
踏

ま
え
、
量

の
見

込
み

を
適

切
に
算

出
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○
改

正
内

容
と
し
て
考

え
ら
れ

る
も
の

は
、
以

下
の

と
お
り
。

（
１
）
平

成
２
８
年

の
児

童
福

祉
法

改
正

に
よ
る
社

会
的

養
育

に
関

す
る
抜

本
的

な
改

正
（
市

町
村

・
都

道
府

県
の

役
割

と
責

務
の

明
確

化
、
家

庭
養

育
優

先
原

則
な
ど
）
の

反
映

（
２
）
放

課
後

子
ど
も
新

総
合

プ
ラ
ン
（
仮

称
）
の

策
定

に
よ
る
量

（
ニ
ー
ズ
）
の

見
込

み
の

考
え
方

の
変

更
の

反
映

※
子

育
て
安

心
プ
ラ
ン
の

内
容

に
関

し
て
は

、
既

に
改

正
済

み
で
あ
り
、
平

成
3
0
年

３
月

3
0
日

告
示

・
４
月

１
日

施
行

（
３
）
そ
の

他
新

制
度

施
行

後
の

関
連

施
策

の
動

向
の

反
映

○
こ
れ

ら
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
今

後
改

正
の

検
討

を
行

っ
て
い
く
。

○
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
法

（
平

2
4
法

6
5
）

（
基

本
指

針
）

第
六

十
条

内
閣

総
理

大
臣

は
、
教

育
・
保

育
及

び
地

域
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
の

提
供

体
制

を
整

備
し
、
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
給

付
並

び
に

地
域

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
及

び
仕

事
・
子

育
て
両

立
支

援
事

業
の

円
滑

な
実

施
の

確
保

そ
の

他
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
の

た
め
の

施
策

を
総

合
的

に
推

進
す
る
た
め
の

基
本

的
な
指

針
（
以

下
「
基

本
指

針
」
と
い
う
。
）
を
定

め
る
も
の

と
す
る
。

２
基

本
指

針
に
お
い
て
は

、
次

に
掲

げ
る
事

項
に
つ
い
て
定

め
る
も
の

と
す
る
。

一
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
の

意
義

並
び
に
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
給

付
に
係

る
教

育
・
保

育
を
一

体
的

に
提

供
す
る
体

制
そ
の

他
の

教
育

・
保

育
を

提
供

す
る
体

制
の

確
保

並
び
に
地

域
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
及

び
仕

事
・
子

育
て
両

立
支

援
事

業
の

実
施

に
関

す
る
基

本
的

事
項

二
次

条
第

一
項

に
規

定
す
る
市

町
村

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
に
お
い
て
教

育
・
保

育
及

び
地

域
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
の

量
の

見
込

み
を
定

め
る
に
当

た
っ
て
参

酌
す
べ

き
標

準
そ
の

他
当

該
市

町
村

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
及

び
第

六
十

二
条

第
一

項
に
規

定
す
る

都
道

府
県

子
ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
支

援
計

画
の

作
成

に
関

す
る
事

項
三

児
童

福
祉

法
そ
の

他
の

関
係

法
律

に
よ
る
専

門
的

な
知

識
及

び
技

術
を
必

要
と
す
る
児

童
の

福
祉

増
進

の
た
め
の

施
策

と
の

連
携

に
関

す
る

事
項

四
労

働
者

の
職

業
生

活
と
家

庭
生

活
と
の

両
立

が
図

ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必

要
な
雇

用
環

境
の

整
備

に
関

す
る
施

策
と
の

連
携

に
関

す
る

事
項

五
前

各
号

に
掲

げ
る
も
の

の
ほ

か
、
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
給

付
並

び
に
地

域
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
及

び
仕

事
・
子

育
て
両

立
支

援
事

業
の

円
滑

な
実

施
の

確
保

そ
の

他
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
の

た
め
の

施
策

の
総

合
的

な
推

進
の

た
め
に
必

要
な
事

項
３
・
４

（
略

）

参
考

改
正

の
ポ
イ
ン
ト

基
本

指
針

の
改

正
方

針
に
つ
い
て
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